
研
究
背
景

研
究
成
果

２
０
３
０
年
の

　
　
応
用
展
開

２
０

研
究
目
的

研
究
の
特
色

研研

実
績

ゲノムリプログラミングにおけるクロマチン修飾制御
機構の解明

課題番号：LS092
助成額：139百万円

平成23年2月10日～平成25
年6月27日（補助事業廃止）

専門分野
エピジェネティクス

キーワード
ゲノム機能・発現／遺伝子発現調節／
生殖細胞／受精／エピゲノム制御

WEBページ
http://www.kyushu-u.ac.jp/research/topic/front.php
http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp

束田 裕一
Yuichi Tsukada

　九州大学生体防御医学研究所　准教授

遺伝情報の発現は、塩基配列と転写装置に加
え、エピジェネティクスと呼ばれるクロマチンの化
学的・構造的な修飾による制御も受けており、こ
れは発生の過程で確立され、その後細胞の記憶
として働く。しかし、細胞記憶の実体であるエピ
ジェネティクスの制御メカニズムは不明な点が多
く、解明が求められていた。

哺乳類受精卵の雄性DNA脱メチル化機
構を解明
ゲノムリプログラミングに重要であると考えられてい
た哺乳類受精卵でおこる雄性DNAの大規模な脱
メチル化は、DNA酸化酵素TET3によるメチル化
DNAの酸化によるものであることを明らかにした。
しかし、従来の概念とは異なり、このDNA脱メチ
ル化は発生に必須ではないことが示唆された。

哺乳類受精卵の雄性DNA脱メチル化防
御機構を解明
哺乳類受精卵では雄性DNAの大規模な脱メチル
化がおこるが、全てのDNAが脱メチル化される訳
ではなく、その防御機構は発生に重要な役割を果た
すと考えられている。雄性DNAの核小体前駆体周
辺領域でみられる脱メチル化防御機構に、ヒストン
脱アセチル化酵素、ヒストンバリアントが関わってい
ることを見出し、メカニズムの一部を明らかにした。独自のタンパク質精製法により、クロマチンのメ

チル化修飾制御因子の同定・機能解析に携わっ
てきた。大規模な細胞記憶の書換え（ゲノムリ
プログラミング）がおこる受精卵で特異的に存在
する因子に着目した研究により、ゲノムリプログラ
ミングにおけるクロマチンメチル化修飾制御機構
の解明を目指す。

代表論文：J. Biochem., 153, 229-246, (2012)
特許出願：2012-38977「新規ヒドロキサム酸誘導体及
びその用途」(出願2012年2月)
受賞：九州大学 研究活動表彰(2011年11月1日、2012
年11月1日、2013年11月1日）

例えば細胞記憶の人為的制御が可能になる
など、先天的な遺伝情報である塩基配列情
報に対して、後天的な遺伝情報とも言えるエ
ピゲノム情報の制御技術への発展などの貢

献がみこまれる。この技術は新規の再生医
療技術・疾病治療法の開発、および畜産技
術や絶滅危惧種の保存技術の開発に役立
つと期待される。
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受精卵雄性DNAの脱メチル化はTET3によりメチル化DNA
が酸化されることで引き起こされる。

受精卵雄性DNAの核小体前駆体周辺領域における脱メチル
防御機構。


